日 本 の 特許 制度 が 100 周 年 を 迎え た 昭和 60 
(1985) 年 4 月 18 日 に 、 歴 史 的 な 発明 者 の 中 か ら 永 
久 に その 功績 を た た える の に ふさ わし い 方 々 を 選定 
し 、「 日 本 の 十 大 発明 家 ] と し て 顕 影 し まし た 。 選 ば 
れ た 10 名 の 方 々 に つき まし て は 、 レ リー フ を 作成 
| 国 | 和 lei 邊 MCPNERSOd 

その 偉大 な 発明 に つい て 、 発 明 が な され た 背景 
な ご を この 冊子 で 紹介 いた し ます 。 


また 、 発 明 の 内 容 (特許 発明 明細 書 ) は 「 特 許 情報 プ 
ラッツ ドア ォ ー ム (ElatEaU で ご 覧 い 証 湯 太 まゆ の 
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木製 人 力 織 機 


【 特 許 第 1 195 号 (1891 年 )】 


豊田 佐吉 は 、 幼 い 頃 か ら 身 近 に 見 た 織機 の 改 
良 を 行い 、 明 治 24 年 (1891) に 豊田 式 木製 人 力 
織機 で 最初 の 特許 を 取得 し まし た 。 そ の 後 も 発 
明 ・ 改 良 に 取り 組み 、 多 く の 優 秀 な 動力 織機 や 
自動 織機 を 完成 させ まし た 。 

や が て 、 大 正 13 年 (1924) に は 世界 最初 の 発 
明 で ある 完全 な 無 停止 杉 換 式 (お て いし ひ が え し 
き ) 豊田 自動 織機 (G 型 ) を 完成 させ ます 。 こ の G 
型 自 動 織機 は 、 布 を 織る スピ ー ド を 少し も 落と 
すこ と な く 、 よ こ 糸 が 自動 的 に 補充 で きる な ど 
さま ざま な 工夫 が な され た 画 期 的 な 織機 で あり 、 
世界 の 紡織 機 業 界 の ト ツ プ メ ー カ ー で あつ た 英 
国 の ブラ ッ ト 社 に 当時 の 金額 で 100 万 円 と いう 
高額 で 技術 供与 (権利 譲 江 ) し まし た 。 

この 発明 に より 日 本 の 紡織 機工 業 及 び 繊 維 産 
業 は 、 世 界 的 レベ ル へ と 躍進 し て いき まし た 。 
その 後 、 こ の 資金 を も 
と に 我が国 の 自動 車 産 
業 発展 の スタ ー ト が 切 
られ て いま す 。 


豊田 式 木製 人 力 織機 


(1858-1954) 


養殖 真珠 


【 特 許 第 2670 号 (1g96 年 )】 


御木本 幸吉 は 、 志 摩 の 天然 真珠 を 博覧 会 に 出 
品 し た 際 に 水産 学界 の 権威 で ある 箕作 博士 と 知 
り 合 い 、 ア コ ヤ 貝 の 中 に 砂 な どの 異物 が 混入 す 
る と 、 身 を 守る た め に 真珠 質 を 分 泌 し て 異物 を 
包み こみ その 層 が 厚み を 増し て 真珠 と な る と い 
う ア ドバイ ス を 受け 、 人 工 的 に 真珠 を つく る 研 
究 に 取り 組み まし た 。 

や が て 、 養 殖 し た アコ ヤ 貝 の 殻 の 内 面 に 半 円 
形 の 真珠 を 作り 出す こと に 成功 し 、 明 治 29 年 
(1896) に 特許 を 取得 し まし た 。 こ の 成功 を も 
と に 、 真 円 真珠 を 養殖 真珠 で 作り 出す た め の 研 
究 を 続け 、 核 の 周囲 に 真珠 質 を 取り 巻 か せる 方 
法 に よ つ て 真 円 の 真珠 を つく り 、 世 界 で 初め て 
養殖 真珠 の 企業 化 に 成功 し まし た 。 

この 真珠 は 、 当 時 日 本 を 代表 する 輸出 品 と し 
IS ドー パニ OS 甘 
界 中 で ミキ モト ・ パ ー ル の 名 が 知れ 渡り まし た 。 
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アド レナ リン 


【 特 許 第 4785 号 (1901 年 )】 


タカ ヂ ア スタ ー ゼ は 、 明 治 27 年 (1894) に 高 
峰 譲 吉 博 士 に より 発見 され た 消化 酵素 で す 。 そ 
の 名 は 酵素 を 意味 する [Diastase] を 呼び や すい 
よう に ドイ ツ 語 読み し た 上 で 、 そ の 前 に ギリ シャ 
語 で 「 最 高 ] ある い は 、「 優 秀 ] を 意味 し 、 高 峰 の 
姓 の 一 字 に も 通じ る 「TAKA] を 冠 し た も の で す 。 

現在 で も 医療 用 の 医薬 品 に 用 いら れ た り 、 大 
衆 薬 の 一 成分 と し て 用 いら れ て いま す が 、 夏 目 
激 石 の 小説 『「 我 が 募 は 獲 で ある 』 の 中 に 「 彼 (主人) 
は 胃 弱 で 、 皮 膚 の 色 が 淡 黄 色 を 帯び て 弾力 の な 
い 兆 候 を あら わし て いる 。 そ の くせ に 大 食 を 食 
つのる ②③ 要ら 公 で 久 カポ ベタ ニニ ビ な 人 が お 取 
ん だ 後 で 書物 を 広げ ける 。]」 と いう 一 節 が あり ます 
よう に 、 古 く か ら 広 く 飲 まれ て いた 薬剤 で す 。 

その 後 、 明 治 34 年 (1901) に は 副腎 か ら 分 泌 
され る ホル モン 「 ア ドレ ナリ ン 」 を 結晶 化し 単 離 
OSNCRIISNEDIWUDI ElEE 二 SOO2NII2  al2 
は 、 止 血 剤 や 強心 剤 と し て 医療 の あら ゆる 分 野 
で 幅広 く 使用 され て いま す 。 


引 引 
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グル タ ミ ン 酸 
ナトリウム アー 
【 特 許 第 14805 号 1908 年)】 軒 証 鞭  、 


グル タ ミ ン 酸 ナ トリ ウム は 、 明 治 41 年 (1908) に 
東京 国 大 学 の 池田 菊 苗 博士 が つま 味 の 成分 を 調 
味 料 と し て 工業 化す る た め に 研究 し た 発明 で す 。 

家庭 の 食 重 に 上 つた だ し 昆布 の お いし さ に ヒ 
ント を 得 て 、 甘 い 、 酸 つば い 、 塩 か らい 、 昔 い 
と いう 四 つ の 味 の ほ か 、 も うー つの 「 う まい 」 と 
いう 味 が 存在 する は ず だ と 考え 、 こ の うま 味 の 
正体 を つき と め よ うと し まし た 。 実験 の 結果 、 
だ し 昆布 に 含ま れる うま 味 の 本 体 が グル タ ミ ン 
酸 塩 で ある こと を 解明 し 、 そ の 中 か ら う ま 味 の 
究極 的 存在 で ある 結晶 性 の ナトリウム 塩 を 得る 
方 法 を 発明 し まし た 。 

と の グル タ ミ ン 酸 ナ トリ ウム の 工業 化 は 、 池 
田 博士 か ら 依頼 を 受け た 鈴木 三郎 助 (味の素 費 の 
創設 者 ) に よ つ て 行わ れ 、「 味 の 素 ] の 名 前 に よ 
る 調味 料 と し て 、 日 本 を は じ め 、 海 外 で も 広く 
受け 入れ られ る よう に な り ま し た 。 


大 正 一 昭 和 20 年 代 の 
「 味 の 素 ] 製品 一 覧 
うま み 調 味 料 @ 味 の 素 
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ビタ ミン Bi RN 
【 特 許 第 20785 号 (1911 年 )】 qd 


人 間 が 健康 な 生命 活動 を 維持 する の に 欠か せ 
な い 栄 養 素 「 ビ タ ミ ン 」。 鈴木 梅太郎 博士 は 、 当 
時 原因 不明 の 病 で ある 脚気 を 防止 する 有効 な 成 
分 が 米 標 (こめ ぬか ) に 含ま れ て いる こと に 着目 
し 、 世 界 で 初め て 米村 か ら 「 ア ベリ 酸 = ニ オリ ザ ニ 
ン ] ( 後 の ビ タ ミ ン Bi) を 発見 し 、 そ の 分 離 に 成 
功 し まし た 。 

その 後 、 理 化学 研究 所 に お いて 愛 弟 子 の 高橋 
克 戸 博 証 と と も に 、 タ ラ の 肝油 か が ら ピ タ ミ ン A の 
分 離 ・ 抽 出 に 成功 、“ 理 研 ビ タ ミ ン "の 名 で 商品 
化 さ れ ま し た 。 鈴木 博士 は 、 理 研 に お いて 優秀 
な 研究 者 を 育て 、 日 本 の ビタ ミン 研究 の 明 礎 を 
確立 し まし た 。 


アベ リ 酸 ニオ リザ 三 ン (ピタ ミン B?) 


邦文 タイ ブラ イタ ー 


【 特 許 第 27877 号 (1915 年 ) 】 


欧米 諸国 で 普及 し て いた タイ プラ イタ ー は 、 
我が国 に お いて も 強く 待ち 望ま れ て いま し た が 、 
漢字 等 複雑 な 文字 を 使用 する 邦文 (和文 ) で は 、 
活字 数 の 少な い 了 欧米 型 の タイ プラ イタ ー の 機構 
を 流用 する こと は か な いま せん で し た 。 

そこ で 艇 本 京太 は 、 字 数 の 多い 漢字 等 に 適応 
する よう 、 公 式 文書 に 使わ れ た 文字 の 使用 頻度 
な ど 漢 字 の 性 質 を 検討 し 、 そ こ で 選ば れ た 
2,400 文 字 を 平面 上 の 活字 庫 に 分 類 整 理 さ れ た 
独特 の 配列 に より 並べ 、 前 後 克 右 に 動く 一 本 の 
タイ プ バ ー に よっ つて 任意 の 活字 を つま み 上 げ 、 
円 筒 形 の 紙 保 持 具 に 向 か つ て 打 字 する と いう 斬 
新 な 機構 を し た 邦文 タイ プラ イタ ー を 大 正 4 年 
(1915) に 発明 し まし た 。 

この 発明 は 、 ワ ー プ ロ が 普及 する まで の 間 、 
多く の 会 社 や 官公 庁 の 書類 作成 事務 の 能率 化 に 
多大 な 頁 献 を し まし た 。 


販売 され た 最初 の 邦文 タイ プラ イタ ー 


ほん だ G ま の: 証 50 認 の ウツ 


本 多 光大 唐 


KS 錯 


【 特 許 第 32234 号 (1918 年 )】 


第 一 次 世界 大 戦中 、 我 が 国 は 外国 か ら の 物資 
の 輸入 が 極端 に 困難 と な り 、 磁 石 鋼 に つい て も 
自給 の 必要 性 に 迫 ら れ ま し た 。 そ こ で 、 東 北 帝 
国 大 学 の 本 多 光太郎 博士 は 、 鉄 の 磁性 研究 に 取 
り 組み 、 従 来 の 3 倍 の 抗 破 力 を も つ 永 久 磁石 鋼 
(KS 鋼 ) を 発明 し まし た 。 そ し て 、 さ ら に 研究 を 
進め た 結果 、KS 鋼 の 数 倍 の 抗 磁力 を 持つ 新 KS 鋼 
を 発明 し まし た 。 

KS 鋼 の 発明 は 、 日 本 の 磁性 材料 発展 の 耕 礎 と 
な る 偉業 で 、 計 測 機 器 の 性 能 を 飛躍 的 に 向上 させ 
る な ど 、 工 業 発展 に 大 き な 頁 献 を 果たし まし た 。 

また 、 本 多 博 士 は 「 産 業 は 学問 の 道場 な り 」 と 
いう 名 言 を 残し て いま す 。 産業 に 役立つ 研究 こ 
そ が 学者 の 本 質 で ある こと を 説き 、 自 ら 産 学 連 
携 の 実践 に 努め た 結果 、 数 多く の 企業 が 誕生 し 
て いき まし た 。 


ぎ 末 の 


八木 秀 
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八木 アン テ ナ 


【 特 許 第 69115 号 (1926 年 )】 


八 林 アンテ ナ は 、 東 北 帝 国 大 学 の 八木 秀次 博 
士 と 助手 の 宇田 新太郎 博士 が 発明 し た 指向 性 ア 
簡単 な 構造 で あり な が ら 高 い 利 得 

得 ら れる 画 期 的 な も の で あり 、 超 短波 、 極 超 
上 VPS PP ROD 
信用 アン テ ナ の ほとん ど が この 方 式 に よる も の 
(Goi 

この 発明 は その 意 想 時 期 (大 正 15 年 (1926) 
特許 取得 ) が 早 す ぎ た た め 、 当 時 の 日 本 で は 理解 
夫人 欧米 に お いて は その 価値 

認め られ て 実用 化 さ れ ま し た 。 特 に 、 第 二 次 
WS フー ジン pe 
て 使用 され て いる の を 発見 し 、 日 本 で も その 発 
明 の 真価 に 驚い た と いわ れ て いま す 。 


八木 博士 と 八木 アン テ ナ 
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丹羽 保 次 朗 
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写真 電送 方 式 


【 特 許 第 84Z22 号 (1929 年 ) 】 


丹羽 保 次 郎 と 小林 正 次 は 、 現 在 の FAX の 明 礎 と 
な る 独自 方 式 の 写真 電送 装置 を 発明 し まし た 。 当 
時 の 写真 電送 装置 は 、 送 信 機 と 受信 機 は 別々 の 構 
成 で あり 、 専 用 の 通信 回 線 を 使用 し て いま し た 。 

昭和 3 年 (1928) 1 1 月 に 執り 行わ れ た 昭和 天 
皇 即 位 式 の 写真 を 、 い か に 早く 新聞 に 掲載 し 全 
国 の 読者 に 報道 する か が 当時 の 最大 の 関心 事 で 
ある こと か ら 、 新 聞 各 社 は 競 つ て 海外 の 写真 電 
送 装置 を 購入 し まし た が 、 事 前 の 実験 で は うま 
くい きま せん で し た 。 そこで 、 開 発 間 も な い 丹 羽 ・ 
小林 の 写真 電送 装置 を 採用 し た と ころ 大 成功 を 
収め 、 日 本 初 の 実用 化 が な され まし た 。 

当時 、 欧 米 か ら の 技術 導入 が 中 心 の 先端 分 野 

電気 技術 に 対し 、 写 真 電送 の 分 野 は 純 国産 技 
術 に よ つ て 確立 され 、 そ の 後 の 日 本 の FAX 技術 
の 発展 に 大 きく 貢献 し まし た 。 


NE 式 写真 電送 装置 (分解 写真 : 送信 装置 
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【 特 許 第 9637 1 号 (1932 年 ) 】 | 馬 


ニッ ケル 魚の 特殊 な 性 質 を 研究 し て いた 東京 
帝国 大 学 の 三島 徳 七 博 士 は 、 昭 和 6 年 (1931) 、 
析出 分 散 硬化 型 と いう 全く 新しい 理論 展開 に よ 
り 、 ニ ッ ケ ル 鍋 に アル ミニ ウム を 添加 し た 強力 
な 磁石 鋼 (MK 鋼 ) を 発明 し まし た 。 

日 本 で の 特許 の ほか 海外 で も 積極 的 に 特許 を 
取得 し 、 日 本 に お いて は 東京 鋼材 株 式 会 社 に 、 
欧州 に お いて は ボッ シュ 社 に 、 米 国 に お いて は 
GE 社 に それ ぞ れ 実施 権 を 与え 、 世 界 的 規模 の 工 
業 生産 に 発展 し まし た 。 

MK 銅 は 、 安 価 に 生産 が で き 、 小 型 化し て も 強 
い 磁 力 が 保 た れ 、 し か も 熱 的 変化 や 振動 に 対し て 
安定 し て いる と いう 優れ た 磁石 の た め 、 電 子 機器 
や 通信 機 を は じ め 航 空 機 、 自 動車 、 計 測 器 、 制 御 
装置 な どの 進歩 に 多大 な 頁 献 を 果たし まし た 。 


スピ ー カ ー に 使用 され て いる 
様々 な サイ ズ の MK 磁石 鋼 


[写真 提供 ] 


株 式 会 社 豊田 自動 織機 

株 式 会 社 御木本 真珠 島 

株 式 会 社 ミキ モト 

第 一 三共 株 式 会 社 
味の素 株 式 会 社 

独立 行政 法人 理化 学研 究 所 
キヤ ノン セミ コン ダク ター エク イッ プ メ ント 株 式 会 社 
財団 法人 本 多 記念 会 
八木 アン テ ナ 株 式 会 社 

日 本 電気 株 式 会 社 

三島 博士 題 彰 会 


(敬称 略 ノ 掲載 順 ) 


桂 許 庁 1F ロ ピー の レ リ ー フ 辰 示 周 


開 庁 時 間 (9:00 一 17 :45) に ご 覧 いた だ け ま す 。 


※ 但 し 、 土 曜日 ・ 日 曜日 ・ 祝 日 ・ 年 末年 始 (12 月 29 日 か ら 
翌年 の 1 月 3 日 まで ) を 除く 


@ 。 @ 
経済 経済 産業 1 
別 


@ 総理 官邸 
南北 線 
8 番 出品 


@ 
JT ビ ル 『 上 門 レ ルズ 
新 虎 


ee 
アメ リカ 大 使 館 


経済 産業 省 特許 店 


〒100-8915 東京 都 生 代田 区 霞が関 3-4-3 
TEL : 03-3581-1101( 代 ) 


本 冊子 は 、 グ リー ン 購 入 法 に 基づく 判断 基準 を 満た す 紙 を 使用 し て お り 、 
「A ラ ンク 」 の み を 用 いて 作製 し て いる た め 、「 紙 へ リサ イク ル 可 」 
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